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真のガス温度測定の目的と測定方法

吸引温度計により、輻射影響を排除した真のガス温度を測定します。

吸引温度計による高温ガス温度測定

Cat.No 3E4J-059-00-220426

加熱炉内の温度測定には、熱電対
が使用されますが、輻射熱の影響に
より真のガス温度を示しません。

特にガス温度と炉壁の温度差が大き
いほど、熱電対の示す温度は真のガ
ス温度から乖離します。

吸引温度計（図１）は、輻射影響を排
除し、さらに高速でガス吸引すること
により、真のガス温度を計測します。

図2 焼却炉排ガスへの輻射影響

図1 吸引温度計の模式図： 測定ガス温度（≦1600℃）

吸引温度計の特徴と有効な適用先

焼却炉の燃焼ガス温度やボイラの排ガス温度制御は、燃焼プロセス及び燃焼効率を把握するうえで極めて重要です。焼
却炉排ガスは、炉壁や被加熱材からの輻射をうけるため（図２）、通常の常設熱電対では、真のガス温度を測定できませ
ん。ボイラ排ガスについて、吸引温度計で測定できる真のガス温度は、通常熱電対温度より50～150℃程度高くなります
（図３）。各種プラントで熱バランスや熱回収率の計算など熱管理を行うためには、吸引温度計によるガス測定が有効です。

※専門スタッフが、お客様のご要望に合わせ真のガス温度測定の計画、実施を承ります。

熱電対温度＝k*ガス温度＋（1-k）*輻射物温度

係数k : 0 ～1
ガス熱伝達>>輻射 ⇒ k≒1

熱電対

エジェクタ―

冷却水

セラミックシールド：
輻射抑制

高速（～100ｍ/ｓ）吸引：
ガス熱伝達促進

加熱炉 炉壁

焼却炎、低温（ボイラ）壁の輻射
影響大（吸引温度計が不可欠）

400

600

800

1000

1200

400 600 800 1000 1200

通常熱電対温度（℃）

吸引温度計
温度
（℃）

ボイラ

焼却炉

ゴミ

加熱空気 灰

蒸気タービン

低温壁

熱輻射

排ガス

エコノ
マイザ

図3 ボイラ排ガスの吸引温度計温度と通常熱電対温度の比較：
典型的温度範囲を線で囲み色付けした


